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ローバル COE「アジア地域統合のための世界的人材育成拠点」（2007年 10月～2012年 3月）の拠
点リーダーを務められ，研究を推進してこられました。早稲田大学レベルでの研究・教育活動として
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する天児先生とは私が社会科学部からアジア太平洋研究科へ移籍するまでは，接点はありませんでし
た。私はアジア経済も研究分野の一つとしておりましたから，中国政治を専門に活躍されていた天児
先生の名前は知っておりましたが，実際に話をする機会はありませんでした。親しく付き合いをさせ
ていただくようになったのは，天児先生が研究科長およびアジア太平洋研究所所長を務められていた
時に，私がセンター副所長を務めておりました 2年間と天児先生がグローバル COEの拠点リーダー
を務められていた時に私が副リーダーを務めた 5年間からであります。そのような形で始まり，深化
していった付き合いの中で，私は天児先生から様々なことを学びましたが，その中でも特に，望まし
いリーダー像，リーダーの果たすべき役割について多くのことを学びました。
リーダーはリーダーとして期待される役割を認識し，その役割を強い意志を持って遂行しなければ
なりません。期待される役割を認識するには，リーダーとなった組織の目的およびその目的を達成す
るにあたっての，ロードマップが描けていなければなりません。例えば，研究プロジェクトを例にと
れば，リーダーは研究の背景・動機・目的，分析手法・手順，期待される成果などについて，詳細か
つ具体的な考えを持っていなければなりません。但し，そのような考えを持つまでの過程では，リー
ダーはプロジェクト参加者との間で入念な意見交換を行い，共通認識を醸成する必要があります。勿
論，共通認識を持つようになるには，リーダーの考えをプロジェクト参加者に説得的に説明しなけれ
ばなりません。また，プロジェクト参加者の役割を，参加者の比較優位に基づいて，決めなければな
りません。
プロジェクトが開始されたならば，参加者が役割分担に従って，活動しやすい環境を整え，維持し
ていくことが，リーダーの重要な役割です。研究プロジェクトで言えば，リーダーはプロジェクト全
体の進捗状況を把握し，調整していかなければなりませんが，それだけではなく，自分の担当する専
門領域の研究を先導的に進めることで，他の参加者の模範とならなければなりません。
私の考える望ましいリーダー像について，簡潔に記してみましたが，これらは，天児先生の果たさ
れてきたリーダーの姿そのものであるのです。さらに，天児先生の馬力と人間として魅力が加わり，
グローバル COEプロジェクトは，多くの優れた著作を発表すると共に多くの若い研究者を育成し，
大きな成果を上げることができました。
望ましいリーダー像について，大型研究プロジェクトのリーダーを例に挙げて説明してきました
が，我々教師にとっては，授業や演習においてもリーダーの役割を果たさなければなりません。私自
身，リーダーとしての役割を担うことが期待される状況において，上述したようなことを意識して行
動しようとしておりますが，天児先生のようには上手く行きません。但し，そのような役割を担うこ
とになった際に，その都度，反省しながら意識していると，少しずつ理想に近づいていくように思い
ます。
天児先生に対しては，個人的には，これからも様々な面においてご教示いただきたいと思いますが，
それ以上に，研究科，大学における教育・研究に引き続き貢献していただくと共に，ご専門の中国政
治に関して，学術面においてさらなる成果を出して頂き，日本や他の世界の国々にとって，政治およ
び経済において急速に台頭する中国との望ましい関係の構築に貢献して頂きたく思います。
